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幼児の身体発育及び運動能力の発達に関与する要因

徳　永　幹　雄＊　城　田　知　子＊＊

吉　住　笑美子＊＊

Factors　on　the　Physical　Growth　and　Development

　　　　　　　　　　　of　Motor　Ability　in　Infancy

Mikio　TOKUNAGA＊　Tomoko　SHIROTA＊＊

Emiko　YOSHIZUMI＊＊

　　　The　purpose　of　this　study　is　to　clar江y　the　factors　determining　the　physical　growth　and

development　of　motor　ability　in　infancy，　frcm　3　to　6　years　old．　The　measurements　of

morpho10gical　growth　and　motor　al）且ity，　questionnaires　and　nutritional　observation　were

administered　to　lo3　b　oys　and　134　girls　in　Fukuoka　and　Oita　districts　in　J皿e，1980．

　　　The　factors　determining　the　standing　height，　Caup’s　index　and　total　scores　of　f　our　motor

abaity　test　were　analized　from　chi－squer，　Crammer’s　coefficient，　and　coefficient　of　single　and

partial　correlation　which　were　calculated　by　Hayashi’s　quantification　theory　2．

　　　Main　results　are　summarized　as　f　ollows；

1．　Seven　var摺bles　extracted　out　of　46　variables　as　the　important　factors　determining　the

　　stand口lg　height　in　b　oys　were　in　order　as　follows；age　in　months，　numbers　of　sufficient

　　nutriment，　intake　of　vitamin　B2，　b　ody　weight　in　birth’s　time，　district，　having　a　fever　and

　　family　relatiollship．

　　　Fourteen　variables　ill　girls；age　in　m　onths，　m　other’s　standing　height，　district，　quantity

　　of　a　diet，　company　in　play，　appetite，　standing　height　in　birth’s　time，　father’s　standing　height，

　　whether　or　not　air　conditioning，　body　w　eight　of　birth’s　time，　intake　of　calorie，　intake　of　fat

　　and　state　of　health．

2．　Eight　variables　extracted　out　of　48　variables　as　the　important　factors　determinhlg　the

　　Caup’s　index　in　boys　were　in　order　as　follows；state　of　health，　havivg　a　fever，　district，　age

　　in　m　onths，　quantity　of　a　diet，　whether　or　not　air　conditioning，　father’s　sport　activity　and

　　mother，s　sport　activity．

　　　Five　variat）1es　in　girls；mother’s　sport　activity，　state　of　health，　quantity　of　a　diet，　intake

　’of　vitamin　B2　and　age　in　months．

3．　Four　va垣bles　extracted　out　of　40　variables　as　the　important　factors　determining　the

　　motor　ability　in　boys　were　in　order　as　folows；activity　in　kindergarten，　b　ody　weight，　taking

　　acold　and　standing　height．　Six　variables　in　girls；standing　height，　age　in　m　onths，　body

　　weight，　time　of　play　in　outdoor，　quantity　of　a　diet　and　state　of　health．

（Journal　of　Health　Science，　Kyushu　University，4：91～103，1982）

＊Institute　of　Health　Science，　Kyushu　University，　RopPonmatsu，　Fukuoka　810，　Japan．

＊＊Nakamura　Gakuen　College，　Befu－machi，　Fukuoka　814，　Japan．
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緒 言

　近年，早期教育の重要性が指摘され，乳幼児の心身

の発育発達に強い関心が持たれている。また，都市化

にともなう生活環境や生活意識の変化は省力化時代を

反映し，幼児や児童の発育発達に様々な影響を与えて

いることが報告されている。

　こうした意味から，幼児の身体発育や運動能力の発

達に関する研究は昭和40年代から急速に増加してい

る。その多くは男女差，年齢・月齢差などによる現象

分析である9）10）12）13）17）21）24）34）37）。また，発育発

達の要因分析も多い。地域差などの自然環境21）33），

職業，収入などの社会・経済的要因1），両親の身長，

体重などの遺伝的要因，出生時の身長，体重，出生順

位，親の学歴・養育態度などの家庭環境を中心とした

成育歴の要因1）3）5）1°）19）2°），食生活や栄養摂取な

どの栄養的要因6）3°）31）32），遊びの時間・仲間・種

類などの運動や遊びに関する要因4）15）19）23）25）26），

性格や社会性などの心理・社会的要因18）49）22）29）な

どを単一要因として，発育発達との関係を分析したも

のが多い。

　しかし，発育発達は遺伝，環境，学習（経験）が幅

そうして関係していることを考えると単一的要因だけ

による要因分析には問題が残る。すなわち，藤本2）

や川畑11）が指摘するように，多くの関連要因の中で，

どの要因が，どの程度関係しているかを分析する多変

量解析を用いた要因分析が必要である。

　大山28）は遺伝，社会・経済的環境，家庭環境，出

生前後の環境，成育環境，栄養摂取関係から37変量を

測定し，幼児の身体発育に関連する要因は長育，量育，

囲育及び性によって異なるが，偏食の程度，家庭の経

済，肉食の程度，父の最終学歴，給食の摂取程度，授

乳児の栄養，月齢，運動の志向性，家庭の職業の9要

因を共通要因として報告している。

　日丸ら7）8）は関連要因を因子分析によって親の養

育態度，生活習慣，社会行動，精神的発達，健康・疾

患・体力の5因子とし，これらの側面から総合的に診

断する試みを提示している。さらに，これらの5因子

が運動能力にどの程度貢献しているかを分析して，幼

児では子供の生活習慣（しつけ等）の形成，低学年で

は遊び，高学年では意欲面の因子が最も関与している

ことを明らかにしている。

　以上のように，発育発達の研究では現象分析や単一

的要因からの分析だけでなく，多変量解析による分析

は幼児の発育発達に最も重要な要因を明らかにできる

という点で意義が大きい。しかも，その結果を更に詳

細に分析することの必要性を指摘できることから，研

究の方向性や指導面にも大きな示唆を与えるものと思

われる。

　本稿では幼児の身長，カウプ指数及び運動能力の総

合評価を外的基準として，その説明変数には発育変量

として形態，運動能力，条件変量として遺伝，生理的

年齢，自然環境，社会・経済的条件，家庭・成育環境，

運動・遊び，栄養，健康・疾病などの要因の中から可

能な限り多くの関連要因を測定した。とくに今回は従

来の研究では不足していた栄養面もエネルギー，蛋白

質，脂質などの各栄養素の摂取量を加えた。すなわ

ち，本稿は身体発育と運動能力の発達に対して，これ

らの要因の中で，どの要因が最も顕著に関与している

かを分析し，その関与する要因の相関関係から，発育

発達に影響する要因の関連構造を明らかにしようとし

たものである。

方 法

　1．対　象

　福岡市西区別府5丁目A幼稚園の男児64名，女児85

名。大分県宇佐郡安心院町B，C，　D幼稚園の男児

39名，女児49名。対象は3～6才までの幼稚園児で表

1のような内訳である。

　両地区の家の職業は表1のとおり，福岡市の対象は

図1対象地区
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表1　対象者の年齢及び職業

年齢（月齢）

職　　　業

福岡市
A幼稚園

大分県宇佐郡
安心院町
B．C．D幼稚園

　　　3才（47ケ月以下）6人
　　男
　　　　4　　〃（48～59）　　　　　25

対
　　　5，6〃（60以上）　　33

　　子　　　計　　　　　64

象

8人

10

21

39

　　　3才（48ケ月以下）6人
　　女
　　　　4　　〃（48～59）　　　　　38

者　　5，6〃（60以上）　　41

　　子　　　計　　　　　85

2人

17

30

49

家

の

職

業

農

会

公

自
建
そ
無

業

員
員
業
業
他
記

　

社

務

営

築

の

0．7％

63．8

18．2

7．4

2．0

5．4

2．5

35．2％

17．0

13．6

5．7

15．9

10．2

2．4

計 149人（100．0）88人（100．0）

　　　　　　一形
一一
se育変副
　　　　　　一運

公務員や会社員が多く，安心院町は農業，会社員，建

築業が多かった。なお，安心院町は図1のように大分

県北部に位置し，自然環境に恵まれた肥沃な盆地であ

り，人口約1万の大半は稲作，疏菜類及びぶどうの裁

培など第1次産業が多く行われている。安心院町は4

地区に分れているが，最も繁華な安心院地区を除く，

佐田，津房，深見地区にある3ケ所の幼稚園を対象と

した。このように両地区には都市と農村といった自然

環境の差がみられる。

　2．時　期

　昭和55年6月上旬

　3．測定・調査内容

　（1）形態測定．身長，体重，カウプ指数，

　（2）運動能力測定．立幅とび，25m走，片足連続とび，

　　　　　　　　　硬式テニスボール投げ

　㈲栄養調査．国民栄養調査の方法に準じて行った。

つまり，幼稚園の給食実施日を含む連続2日間の食物

摂取状況を幼児の保護者に記入して貰い，その結果を

三訂日本食品標準成分表など14）16）によってエネルギ

ー，蛋白質，脂質，糖質，カルシウム，鉄，ビタミン

（A，Bl，　B2，　C）の各栄養素の摂取量を算出した。ま

た，充足率95％以上の栄養素数（以下，充足栄養素数

表2　説明変数（関連要因）の一覧表

説

明

変

数

　　　　態……身長，体重，カウプ指数

動能　カ……立幅とび，片足連続とび，25m走，硬式テニスボール投げ

一条件変量一

一遺　　　　　伝・

一生理的年齢・

一自　然環境・

一社会・経済・

…・・父の身長，母の身長

…・年齢，生まれ月

…・・地区

・…・職業

一家庭・成育環境”

一運動・遊び・・

一栄　　　　　養・

一健康・疾病・

・…冷暖房の有無，自家用車の有無，出生時の父の年齢，出生時の母の

　年齢，出生時の身長，出生時の体重，在胎期間，授乳法，出生順

　位，続柄，兄弟姉妹数，住居の階数，通園方法，テレビ視聴時間，

　共働きの有無

…・室外遊び時間，遊び場の有無，遊び友達の有無，遊びの種類，園か

　らみた活発度，父のスポーツ実施度，母のスポーツ実施度

・…・エネルギー，蛋白質，脂質，糖質，カルシウム，鉄，ビタミンA，

　ビタミンB1，ビタミンB2，ビタミンC，充足率95％以上の栄養素

　数，食事量の多少，食欲度，母親の栄養への注意度，嫌いな食品の

　有無，食事時間の規則性，空腹の訴え，間食の与え方，間食の回

　数，摂取食品数

…・母親がみた健康状態，かぜのひきやすさ，発熱のしゃすさ，腹痛の

　多少　　’
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という）を算出した。充足栄養素数はエネルギーから

ビタミンCまでの10栄養素の摂取量が日本人の性別，

年齢別所要量を95％以上満たしているか否かをみたも

のであり，その栄養素数が多いことは栄養摂取のバラ

ンスが良いことを示す。

　（4）アンケート調査．家族構成，成育歴，健康状態，

食事状況，食事計画，遊び，両親などについて幼児の

保護者に対して調査を実施した。

　なお，欠席者及び末記入調査票のために数日後に補

充のための測定・調査を実施した。

　以上の測定・調査内容から関係要因を整理すると，

一概には分類できない要因も含まれているが，大別す

ると表2のとおりである。

　4．分析内容

　判別しようとする身長，カウプ指数及び運動能力テ

ストの合計点は，つぎのような方法でそれぞれ二群に

分類し，これを外的基準とした。

　（1）身長．性別，年齢別に平均値を求め，平均値以上

（男児52名，3才98㎝以上，4才103．5㎝以上，5才

108．2㎝以上，女児71名，3才97．0㎝以上，4才101．7

㎝以上，5才109．1㎝以上）と平均値未満（男児51名，

女児63名）の二群を作成し○表2の中から46変数を

説明変数として選び，外的基準に対する関係を分析し

た。

　（2）カウプ指数．体重（hg）／身長（㎝）2×IO4でカウプ

指数を求め，性別に平均値を算出した。平均値以上

（男児45名，15．5以上。女児46名，15．1以上）と平均

値末満（男児58名，女児88名）の二群を作成した。表

2より48変数を説明変数として選び，その関係を分析

した。

　（3）運動能力．立幅とび，25m走，片足連続とび，硬

式テニスボール投げの測定結果から性別，年齢別に平

均値を算出し，各年齢ごとに平均値以上を2点，平均

値末満を1点として8点満点による点数化を行った。

合計点が7点以上を運動能力高位群（男児43名，女児

56名）とし，5点以下を低位群（男児38名，女児40名）

として二群を作成した。中間の6点は集計から削除し

た。表2より40変数を選び，その関係を分析した。

　統計的方法は最初に外的基準ごとに両群と説明変数

の関係をみるためX2値を算出した。第2に外的基準

に対する各変数の相対的関係をみるためx2値よりク

ラマー係数を求めた。第3に各変数の関連構造をみる

ため単相関（weighted　corre】ation　coeficient）を

求め，最後に，各変数の外的基準に対する独自の相関

をみるため林の数量化理論eg　ll類によってカテゴリー

スコア，レンジ値，偏相関係数を算出した。なお．偏

相関は外的基準に対してそれを構成しているそれぞれ

の項目について，他の項目を固定あるいはその影響を

除去した場合のその項目と外的基準との相関係数であ

る。したがって，これは外的基準に対して，その項目

がどの程度の利き方かを示す尺度となる26）。

結果と考察

　1．身長に関する要因

　身長に対する46変数の関係をx2値，クラマー係

数，偏相関係数でみると表3のとおりである。

　相関比は男児0．742，女児0．744で男女とも説明力の

精度は高かった。しかも，実際にこれらの変数を用い

て身長の高位群，低位群を判別すると適中率は男子

85．4％，女子83．6％と非常に高かった。すなわち，身

長はこれらの46変数によって十分判別できるものと考

えられる。

　x2値に有意性が認められる変数をクラマー係数が

高い順序に示すと，男児では生まれ月，充足栄養素数，

ビタミンB2，出生時の体重，地区，発熱傾向，続柄

であった。女児では生まれ月，母の身長，地区，食事

量，兄弟姉妹数，遊び友達の有無，食欲度，出生時の

身長，父の身長，冷暖房の有無，出生時の体重，エネ

ルギー，脂質，健康状態の順序で関与度が高く，男児

に比較し多くの変数が関係していた。

　男女に共通する傾向として，4～9月に生まれてい

ること，出生時の体重が重いこと（3000　9以上），都

市に住んでいることが身長の高いほうに関係してい

た。つまり，生まれ月は月齢を意味し，幼児を同一年

齢で比較した場合には月齢の関与度が第1位を占め，

身長を規定する大きな要因であることを示している。

このことは多くの統計資料17）や大山28），神野ら10），

伊藤ら9）でも明らかである。出生時の体重は松永20）

や畠山3）が出生時の体重と幼児期の身長，体重には

密接な関係があることを報告しているように，本稿で

も男女共通した要因であった。女児では出生時の身長

も関係していることから，幼児期の身長は出生時の体

重，身長によって規定されるという，いわば遺伝的要

因が強かった。とくに女児では母の身長が第2位，父

の身長が第9位を占め，遺伝的要因が強いことが示さ

れた。都会児が農山漁村児に比較して優位であること

は徳永ら33）など多くの資科で示されているとおりで

ある。

　このほか，男児では充足栄養素数が多いこと，ビタ

ミンB2の摂取量が多いことなどの栄養面，発熱傾向
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がないことの健康面，続柄が長男であることの家庭環

境などが身長の高いほうに関係していた。女児では両

親の身長が高いこと（同年代の平均以上），出生時の

身長が高いこと（50㎝以上）などの遺伝要因，食事量

が多いこと（少食に対して大食・普通），食事をおい

しそうによく食べること，エネルギー摂取が多いこと

（年齢別平均値以上）などの栄養要因，兄弟姉妹数が

少ないか多いこと（1人または3人以上），遊び友達

表3　身長に対する説明変数の関与度

＼X｛］11，Fillia、一

＼運
動
能
力

遺　伝

1
2
3
4

立幅とび
片足連続とび
25m走
硬式テニスボール投げ

5　母の身長
6　父の身長

　　　　Boys（N＝103）

x・（P）IC・係川（編）

＊

0．127

0．126
0．184　（9）

0．204　（7）

0．008
0．168

0．160

0．131

0．105
0．202　（10）

0．215　　（9）

0．130

　　　　G▲rls（N＝134）

x・（P）IC・係数1（灘）

＊

＊

＊＊

＊

紳
＊

0．193
0．169
0．321　（2）

0．20300）

0．307　　（3）

0．201

0．052
0．029
0．234＊（4）

0．075

0．210＊　（7）

0．147

生⇒7 生まれ月 1・・255（・）1・・3・9・（・｝1＊＊1・・324（・）1・・2・9・（6）
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図2　身長に関与する要因の構造（男子）

図3　身長に関与する要因の構造（女子）



徳永ほか：幼児の身体発育及び運動能力の発達に関与する要因 97

がいること，冷暖房があることなどの成育環境要因及

び健康状態がよいこと，などが身長の高いほうに関係

していた。栄養では田村31）32）は摂取得点が高いほど

体位がよいこと，日高6）の身体発育の上位群ほど栄

養バランスがよく，脂質性食品，蛋白質，淡色野菜，

果物の摂取がよいという報告などと共通している。ま

表4　カウプ指数に対する説明変数の関与度
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た，続柄，兄弟姉妹数などの家庭環境も藤本ら1）と

同様であり，多くの報告とほぼ一致している。

　つぎに，各変数が独自に関係する程度をみるため偏

相関係数に有意性が認められる変数をみると，男児で

は生まれ月，嫌いな食品数，女児では兄弟姉妹数，カ

ルシウム，充足栄養素数，エネルギー，生まれ月の順

序で関与度が高かった。偏相関でも生まれ月は男女に

共通した要因であることが明らかにされた。

　以上の結果にもとついて，x2値に有意性が認めら

れた変数及び偏相関係数がベスト15位までの変数を身

長に関与する要因と考えて，各変数の関連構造をみた。

単相関で有意性が認められたものについてみると図

2，3のとおりである。なお，変数内の数字はクラマ

ー係数の順位，太枠の変数は偏相関で有意性が認めら

れることを示している。この図から身長に関係する変

数の関連構造をみることができる。男女とも生理的年

齢（生まれ月）は独立した変数を示しているが，その

他の遺伝，家庭・成育環境，運動・遊び，栄養，健康

図4　カウプ指数に関与する要因の構造（男子）

‘

図5　カウプ指数に関与する要因の構造（女子）
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が複雑に関係し，その背後に自然環境（地区）が栄養

を中心とした多くの要因と関係していることが明らか

である。とくに女児はそれぞれの変数が複雑に関係し

ていることが示されている。

　2．　カウプ指数に関与する要因

　カウプ指数を幼児の肥そう係数として，48変数との

関係をみると表4のとおりである。

　相関比は男児0．787，女児0．652で，女児はやや低か

った。しかし，これらの変数を用いて判別すると適中

率は男児91．3％，女児85．1％と高く，カウプ指数はこ

れらの変数によって十分判別できるものと思われる。

　x2値に有意性が認められる変数をクラマー係数が

大きい順序に示すと，男児では健康状態，発熱傾向，

地区，年齢，食事量，冷暖房の有無，父のスポーツ実

施度，母のスポーッ実施度であった。女児では母のス

ポーツ実施度，健康状態，食事量，ビタミンB2，年

齢の順序であった。

　男女に共通する傾向として健康状態がよいこと，年

齢が3才または5，6才であること，食事量が多いこと

がカウプ指数の高いほうに関係していた。ここでのカ

ウプ指数の高い群は男子が15．5以上，女子が15．1以上

であることから肥満というよりやせ型でなく，平均以

上を意味している。つまり，幼児のカウプ指数を規定

する要因としては，健康でよく食べることが男女に共

通した要因であることが示されている。また，年齢は

カウプ指数の発育曲線が，多くの資料34）で明らかな

ように，1才から5才にかけて下降し，5才から再び

加齢と共に上昇することから，本稿とは1年の差がみ

られるものs，年齢差によるものと考えられる。

　母のスポーツ実施度は男女共通に関与し，女児では

第1位の規定要因であった。しかし，男児のカウプ指

数の高い群では母親のスポーッ実施度が少なく（週2

日以下），女児の高い群では実施度が多い（週3日以

上）という男女異なった傾向がみられた。この傾向は

父のスポーツ実施度でも同様であった。つまり，両親

のスポーッ実施が多ければ，男児ではカウプ指数が低

いほうへ，女児では高いほうへ関係していることを意

味している。このことは両親の影響力は男児では強く

影響し，子供も運動してほっそりした体型へ，女児に

は影響力が弱く，平均以上のほうに影響しているの

か，など考えられるが，この原因は明らかではない。

　このほか，男児では発熱傾向がないこと，農村に住

んでいること，冷暖房がないこと，女児ではビタミン

B2の摂取量が平均以下であることが，カウプ指数の

高いほうに関係していた。

　つぎに偏相関係数の有意な変数をみると男児では年

令，母のスポーッ実施度，生まれ月，食事量，ビタミ

ンCの順序で高く，女児は糖質の摂取量のみであっ

た。男女に共通した傾向はみられなかった。

　以上の結果を身長と同様な方法を用いて関与度の高

い変数だけを用いて相関ダイアグラムを作成すると図

4，5のとおりである。男児は両親のスポーツ実施度

，食事量，健康康，年齢などが複雑に関係しており，

その背後に自然環境（地区）があることが示されてい

る。女児でも関連要因は少ないが，ビタミンB2の摂

取量と栄養や住居の階数などが関係していることをみ

ると男子同様，自然環境が潜在要因ではないかと考え

られる。幼児のカウプ指数は健康状態，食事量，年

齢，両親のスポーッ実施度，自然環境の交絡作用によ

って規定されているといえよう。

　3．　運動能力に関与する要因

　運動能力の合計点に対して40変数の関与度をみると

表5のとおりである。

　相関比は運動能力の4種目を説明変数に加えたため

，男子は0．984，女子は0．974と非常に高く，適中率は

男女とも100％を示した。しかし，運動能力テストの

それぞれは規定要因ではないので要因分析からは省い

た。

　κ2値が有意でクラマー係数が高い順序にみると，

男児では園の教師がみた活発度，体重，かぜの羅患傾

向，身長であった。女児では身長，年齢，体重，室外

遊び時間，食事量，健康状態であった。

　男女に共通した傾向として身長が高いこと，体重が

重いこと（いずれも平均以上）が運動能力の優れてい

るほうに関係していた。身体発育が運動能力の発達に

関係していることは幼児を対象とした松浦・中村21），

神野ら1°），伊藤ら9），鶴田ら35），川原ら12）など多

くの報告と同様であり，多くの要因の中で身体発育が

重要な規定要因であることを証明できた。

　そのほか，男児では教師から活発と評価されている

こと，かぜにかからないこと，女児では室外遊び時間

が多いこと（2時間以上），食事量が多いこと，健康

状態がよいことが，優れている方向に影響していた。

これらは活発によく遊び，食事もよく食べ，健康状態

がよい幼児が運動能力が優れていることを示してい

る。これらの結果はこれまでの多くの報告とほぼ一致

している4）5）8）15）19）22）23）25）27）29）30）31）32）36）。

　つぎに，偏相関の有意な変数は兄弟姉妹数，ビタミ

ンB1の摂取量，生まれ月であった。女児では年齢，

室外遊び時間，充足栄養素数，カルシウムの摂取量，
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エネルギーの摂取量，かぜの羅患傾向であった。

　以上の結果から身長と同様な方法を用いて運動能力

に関与すると思われる変数によって相関ダイアグラム

を作成すると図6，7のとおりである。男女とも身長，

体重が関連要因であるほかに，男児ではかぜの羅患傾

向といった健康度が母親の栄養への注意度やスポーツ

の実施度と関係し，さらにそれが各栄養素と関係し，

間接的に影響している。女児は室外遊び時間及び遊び

友達の有無が関係していることが男児と異なる要因と

して注目される。すなわち，幼児の運動能力は身長，

体重といった身体発育が最も関係し，男女ではやや異

なるが活発さ，遊び時間，食事量，健康状態が幅そう

して関連しあっていることが明らかにできたといえよ

う。
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図6　運動能力に関与する要因の構造（男子）

図7　運動能力に関与する要因の構造（女子）

要 約

　福岡市内及び大分県宇佐郡の幼稚園児を対象にして

身長，カウプ指数，運動能力に関与する要因を分析し

た結果，つぎのように要約することができる。

1．身長を規定する要因の関与度は，男児では生まれ

月，充足栄養素数，ビタミンB2，出生時の体重，地

区，発熱傾向，続柄，女児では生まれ月，母の身長，

地区，食事量，兄弟姉妹数，遊び友達の有無，食欲

度，出生時の身長，父の身長，冷暖房の有無，出生時

の体重，エネルギー，脂質，健康状態の順序で高かっ

た。また，身長に関係する要因を偏相関でみると男児

は生まれ月，嫌いな食品数，女児では兄弟姉妹数，カ

ルシウム，充足栄養素数，エネルギー，生まれ月の順

序で高かった。

2．カウプ指数を規定する要因の関与度は，男児では

健康状態，発熱傾向，地区，年齢，食事量，冷暖房の

有無，父のスポーッ実施度，母のスポーッ実施度，女

児では母のスポーツ実施度，健康状態，食事量，ビタ

ミンB2，年齢の順序で高かった。偏相関でみると男

児は年齢，母のスポーツ実施度，生まれ月，食事量，

ビタミンC，の順序で高く，女児では糖質のみであっ
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た。

3．運動能力を規定する要因の関与度は，男児では園

の教師がみた活発度，体重，かぜの羅患傾向，身長，

女児では身長，年齢，体重，室外遊び時間，食事量，

健康状態の順序で高かった。偏相関でみると男児は，

兄弟姉妹数，ビタミンB1，生まれ月，女児では年齢，

室外遊び時間，充足栄養素数，カルシウム，エネルギ

ー，かぜの罷患傾向の順序で高かった。

4．男女に共通する要因は，身長では生まれ月，出生

時の体重，地区であった。カウプ指数では健康状態，

年齢，食事量，男女で影響の方向は異なるが母のスポ

ーツ実施度であった。運動能力では身長，体重であっ

た。

5．要因の関連構造からると，身長では生理的年齢

（月齢），遺伝，家庭・成育環境，運動・遊び，栄養，

健康，自然環境が幅そうした関係を示した。また，カ

ウプ指数では健康状態，食事量，年齢，両親のスポー

ツ実施度，運動能力では身長，体重，活発さ，遊び時

間，食事量，健康状態などが主要な要因として幅そう

した関係にあった。

　以上のとおりであるが，本稿ではいくつかの問題点

があった。その1つは測定・調査した要因には過去の

ものと現在のものが混同しており，発育発達との関係

を解釈するのは困難な側面もあった。とくに栄養面は

1回だけの測定であり詳細な因果関係を分析するには

至らなかった。体重当りの摂取量の算出なども含めて

検討の余地がある。また，林の数量化理論第H類から

算出されたカテゴリースコア，レンジ値，偏相関の解

釈はサンプル数が少数だったためか，結果の解釈に困

難な点が多かったので詳細な分析はひかえた。今後は

今回明らかにできた要因と発育発達の関係を詳細に分

析すること，そして，これらの結果を指導面でどのよ

うに生かしてゆくかを検討しなければならない。

　付記

　本研究に際しては中村学園大学食物栄養学科4年生

の岡田昌子，箱田順子，林玲子，新開智子，和佐野祐

子の学生諸氏に調査・測定，資料の整理などで多大な

ご尽力を頂いた。ここに記して感謝の意を表します。
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